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入
学
前
課
題
の
ご
連
絡 

  
合
格
者
の
皆
さ
ん
へ 

  

本
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
の
学
校
推
薦
型
選
抜
の
出
願
に
つ
い
て
、
審
査
の
結
果
、
入
学
許
可
が
内
定
し

ま
し
た
。
こ
の
上
も
、
精
神
の
緊
張
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
残
さ
れ
た
高
校
時
代
を
よ
り
有
意
義
に
過
ご
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
大
い
に
読
書
す
る
こ
と
で
す
。
自
分
の
進
路
・
適
性
・
問
題
意
識
に
応
じ
て
図
書
を
選
択
し
、

自
由
に
ど
ん
ど
ん
読
ま
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
有
益
な
読
書
を
通
し
て
皆
さ
ん
の
も
の
の
見
方
・
考
え
方
・
感
じ

方
が
よ
り
豊
か
な
も
の
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
日
本
語
日
本
文
学
科
と
し
て
も
、
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
図
書
が
あ
り
ま
す
。
以
下
に
一
覧

と
し
て
掲
げ
ま
す
の
で
、
六
冊
（
編
）
を
選
ん
で
よ
く
読
み
、
そ
の
感
想
を
文
章
に
ま
と
め
て
、
必
ず
指
定
期
日
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
日
本
語
日
本
文
学
科
で
の
学
習
・
研
究
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
基
礎
と
な
る
も
の
で

す
か
ら
、
心
し
て
取
り
組
む
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
で
き
れ
ば
感
想
を
提
出
す
る
も
の
以
外
に
も
目
を
通
し
て
お
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

こ
れ
か
ら
入
学
ま
で
の
期
間
を
活
用
し
て
準
備
を
整
え
、
来
春
、
ど
う
ぞ
胸
を
張
っ
て
本
学
の
門
を
く
ぐ
っ
て
く

だ
さ
い
。
本
学
の
中
核
的
な
人
材
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。 

        

二
〇
二
五
年
十
二
月        

 

                                         
 

 
 

 
 

 

文
教
大
学 
文
学
部 

日
本
語
日
本
文
学
科 

 

【
課
題
】 

    
 

 

次
の
六
群
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
冊
ず
つ
（
全
六
冊
）
を
選
ん
で
読
み
、
感
想
を
文
章
に
ま
と
め
る
こ
と
。 

      
 

 
 

パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
（W

ord

な
ど
）
を
使
用
し
、
各
１
２
０
０
字
以
上
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
・ 

印
刷
の
向
き
＝
横
・
文
字
列
の
方
向
＝
縦
書
き
）
で
作
成
す
る
こ
と
。 

感
想
文
は
一
つ
の
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
る
こ
と
。
た
だ
し
、
感
想
文
ご
と
に
、
受
験
番
号
・
氏
名
と
本
の

タ
イ
ト
ル
を
必
ず
記
入
す
る
こ
と
。 

W
ord

ま
た
は PD

F 

フ
ァ
イ
ル
を
電
子
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
提
出
す
る
こ
と
。 

自
分
が
各
群
か
ら
選
ん
だ
書
名
を
ま
と
め
た
一
覧
表
（
書
式
自
由
）
を
、
提
出
フ
ァ
イ
ル
の
中
に
含
め
る

こ
と
。 

 

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】nichibun2026@

bunkyo.ac.jp
 

【
締
切
】  

 

二
〇
二
六
年
二
月
一
三
日
（
金
）
必
着   

 

            

＊
注
意
：
メ
ー
ル
の
件
名
に
受
験
番
号
・
氏
名
を
明
記
す
る
こ
と
。 

  

一
〈
日
本
語
学
関
係
〉 

・
『
変
わ
る
方
言 

動
く
標
準
語
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

井
上 

史
雄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ち
く
ま
新
書 

・
『
徒
然
草
抜
書
―
表
現
解
析
の
方
法
―
』 

 
 

 
 

 
 

小
松 

英
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
談
社
学
術
文
庫 

・
『
日
本
語
の
歴
史
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
口 

仲
美 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩
波
新
書 



2 
 

二
〈
日
本
語
教
育
関
係
〉 

・
『
こ
と
ば
の
力
学
―
応
用
言
語
学
へ
の
招
待
―
』 

 
 
 

白
井 

恭
弘 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岩
波
新
書 

・
『
在
日
外
国
人
～
法
の
壁
・
心
の
溝
～
』(

第
三
版)

 
 
 

田
中 

宏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

岩
波
新
書 

・
『
〈
超
・
多
国
籍
学
校
〉
は
今
日
も
に
ぎ
や
か
！
多
文
化
共
生
っ
て
何
だ
ろ
う
』 

菊
池
聡 

 

岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書 

三
〈
古
典
文
学
関
係
〉 

・
『
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
日
本
の
古
典 

万
葉
集
』 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫 

・
『
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
日
本
の
古
典 

源
氏
物
語
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫 

・
『
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
日
本
の
古
典 

今
昔
物
語
集
』 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫 

・
『
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
日
本
の
古
典 

平
家
物
語
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫 

・
『
達
人
の
日
本
語
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
原 

保
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
春
文
庫 

・
『
日
本
人
と
日
本
文
化
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

司
馬
遼
太
郎 

 

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン 

 
 
 
 
 

文
春
文
庫 

・
『
世
界
の
な
か
の
日
本
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

司
馬
遼
太
郎 

 

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン 

 
 
 
 
 

文
春
文
庫 

四
〈
近
代
文
学
関
係
〉 

・
『
三
四
郎
』
『
そ
れ
か
ら
』
『
こ
こ
ろ
』
＊
い
ず
れ
か 

 
 
 

夏
目 

漱
石 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
各
種
文
庫
等
） 

・
『
た
け
く
ら
べ
・
に
ご
り
え
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

樋
口 

一
葉 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
各
種
文
庫
等
） 

・
『
斜
陽
』
『
人
間
失
格
』
＊
い
ず
れ
か 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

太
宰 

治 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
各
種
文
庫
等
） 

・
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

宮
沢 
賢
治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
各
種
文
庫
等
） 

五
〈
国
語
科
教
育
関
係
〉 

・
新
編
『
教
え
る
と
い
う
こ
と
』 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

大
村 

は
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ち
く
ま
学
芸
文
庫 

・
『
わ
か
っ
た
つ
も
り 

読
解
力
が
つ
か
な
い
本
当
の
原
因
』
西
林 

克
彦 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

光
文
社
新
書 

六
〈
漢
文
学
関
係
〉 

・
『
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
中
国
の
古
典 

論
語
』 

加
地 

伸
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫 

・
『
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
中
国
の
古
典 

史
記
』 

福
島 

正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫 

・
『
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
中
国
の
古
典 

杜
甫
』 

黒
川 

洋
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫 

・
『
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
中
国
の
古
典 

李
白
』 

筧 

久
美
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫 

 

 

【
自
由
学
習
】 

入
学
前
学
習
に
役
立
つ
情
報
で
す
。
こ
れ
ら
の
学
習
成
果
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

１ 
 

「
第
十
七
回
教
職
国
語
基
礎
力
測
定
テ
ス
ト
」
の
問
題
用
紙
・
解
答
用
紙
・
正
答
例
を
添
付
し
ま
す
。
こ
れ

は
日
本
語
日
本
文
学
科
で
主
に
教
職
課
程
履
修
者
を
対
象
に
年
２
回
行
っ
て
い
る
試
験
で
す
。
本
学
科
で
は
通

常
の
授
業
の
他
に
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
の
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
が
こ
の
試
験
で
す
。
来
年
四
月

入
学
後
に
こ
の
試
験
を
一
年
生
全
員
が
受
験
し
ま
す
。
「
国
語
便
覧
」
な
ど
を
よ
く
読
み
、
問
題
を
解
い
て
み

る
な
ど
、
し
っ
か
り
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。 

２ 
 

日
本
語
日
本
文
学
科
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
古
典
芸
能
鑑
賞
会
」
が
、
一
二
月
六
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
ど

な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
お
友
達
を
さ
そ
っ
て
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
文
教
大
学
文
学
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
b
u
n
k
y
o
.
a
c
.
j
p
/
f
a
c
u
l
t
y
/
b
u
n
g
a
k
u
/
 

https://www.bunkyo.ac.jp/faculty/bungaku/


二
〇
二
五
年
度

春
学
期

第
十
七
回

国
語
基
礎
力
測
定
テ
ス
ト

学
籍
番
号
〔

〕
な
ま
え
〔

〕

〔
一
問
一
答
で
す
。
一
部
設
問
を
除
き
原
則
と
し
て
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
〕

１

勧
善
懲
悪
的
な
文
学
観
を
否
定
し
、
小
説
で
描
く
べ
き
も
の
は
「
人
情
・
世
態
」
で
あ
る

と
説
い
た
、
坪
内
逍
遙
の
評
論
は
？

２

「
浮
雲
」
で
言
文
一
致
を
試
み
た
作
家
の
名
前
は
？

３

尾
崎
紅
葉
を
中
心
と
し
て
、
山
田
美
妙
、
石
橋
思
案
な
ど
の
同
人
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
、

近
代
日
本
初
の
文
学
結
社
の
名
前
は
？

４

許
嫁
を
資
産
家
に
奪
わ
れ
、
高
利
貸
し
の
鬼
と
な
る
、
熱
海
の
海
岸
の
別
れ
が
有
名
な
尾

崎
紅
葉
の
作
品
は
？

５

「
五
重
塔
」「
風
流
仏
」
な
ど
を
書
い
た
、
擬
古
典
主
義
の
代
表
的
作
家
は
？

６

「
婦
系
図
」「
高
野
聖
」
を
書
き
、
尾
崎
紅
葉
の
門
下
で
あ
っ
た
作
家
は
？

７

雑
誌
「
文
学
界
」
、
雑
誌
「
明
星
」
に
代
表
さ
れ
る
、
封
建
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
由
な

精
神
、
近
代
的
自
我
の
め
ざ
め
を
求
め
る
文
学
思
潮
を
何
主
義
と
い
う
か
。

８

「
廻
れ
ば
大
門
の
見
返
り
柳
い
と
長
け
れ
ど
、
お
歯
ぐ
ろ
溝
に
燈
火
う
つ
る
三
階
の
騒
ぎ

も
手
に
取
る
ご
と
く
…
…
」
で
始
ま
る
樋
口
一
葉
の
作
品
は
？

９

自
然
主
義
の
先
駆
と
な
っ
た
、
被
差
別
部
落
の
現
実
を
描
い
た
島
崎
藤
村
の
作
品
は
？

「
武
蔵
野
」「
牛
肉
と
馬
鈴
薯
」
な
ど
を
描
い
た
作
家
は
？

10

田
山
花
袋
の
実
生
活
に
題
材
を
と
っ
た
、
女
弟
子
に
惹
か
れ
る
中
年
作
家
・
竹
中
時
雄
の

11
心
境
を
描
い
た
作
品
は
？

弟
殺
し
の
罪
人
・
喜
助
の
心
境
を
描
い
た
森
鷗
外
の
作
品
は
？

12

森
鷗
外
の
作
品
の
う
ち
「
ド
イ
ツ
三
部
作
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
作
品
は
、
「
舞
姫
」「
う
た

13
か
た
の
記
」、
あ
と
ひ
と
つ
は
？

雑
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
連
載
さ
れ
た
、
夏
目
漱
石
の
処
女
作
は
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」

14
だ
が
、
そ
の
連
載
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
人
物
の
名
前
は
？



夏
目
漱
石
の
前
期
三
部
作
は
「
三
四
郎
」「
そ
れ
か
ら
」
と
も
う
ひ
と
つ
は
？

15

漱
石
の
自
宅
で
毎
週
木
曜
日
に
開
か
れ
た
弟
子
た
ち
と
の
会
合
を
な
ん
と
呼
ぶ
か
。

16

フ
ラ
ン
ス
の
自
然
主
義
の
作
家
ゾ
ラ
に
心
酔
し
、
「
ふ
ら
ん
す
物
語
」
な
ど
の
作
品
を
書

17
い
た
作
家
は
？

「
田
園
の
憂
鬱
」「
都
会
の
憂
鬱
」
な
ど
を
書
い
た
作
家
は
？

18

盲
目
の
美
女
と
、
彼
女
に
献
身
的
に
仕
え
、
自
ら
も
盲
目
と
な
る
男
性
を
描
い
た
谷
崎
潤

19
一
郎
の
作
品
は
？

ト
ル
ス
ト
イ
の
影
響
を
受
け
、
理
想
主
義
的
・
人
道
主
義
的
な
立
場
を
取
り
、
自
我
の
至

20
上
・
個
性
の
尊
重
を
主
張
し
た
大
正
時
代
の
文
学
思
潮
を
な
ん
と
い
う
か
。

武
者
小
路
実
篤
が
そ
の
理
想
の
実
践
の
た
め
に
宮
崎
県
に
設
立
し
た
村
の
名
は
？

21

志
賀
直
哉
唯
一
の
長
編
で
、
自
分
の
出
生
や
妻
の
不
倫
に
苦
し
む
時
任
謙
作
が
大
自
然
の

22
中
で
救
わ
れ
る
ま
で
を
描
く
作
品
は
？

有
島
武
郎
の
長
編
小
説
で
、
「
或
る
女
の
グ
リ
ン
プ
ス
」
を
改
稿
・
補
筆
し
て
一
九
一
九

23
年
に
刊
行
さ
れ
た
作
品
は
？

芥
川
龍
之
介
が
第
四
次
「
新
思
潮
」
に
発
表
し
、
夏
目
漱
石
に
激
賞
さ
れ
た
作
品
は
？

24

芥
川
龍
之
介
の
命
日
は
、
そ
の
作
品
に
ち
な
ん
で
な
ん
と
呼
ば
れ
て
い
る
か
。

25

新
思
潮
派
の
作
家
と
し
て
活
躍
し
た
作
家
で
、
雑
誌
「
文
藝
春
秋
」
を
創
刊
し
、
直
木
賞

26
や
芥
川
賞
を
創
設
し
た
の
は
誰
？

夏
目
漱
石
の
門
下
と
し
て
知
ら
れ
、「
冥
途
」「
贋
作
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
な
ど
を
書
い
た

27
作
家
は
？

マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
で
労
働
者
の
生
活
や
思
想
を
描
き
、
革
命
運
動
を
推
進
し
た
た
め

28
弾
圧
さ
れ
た
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
文
学
思
潮
は
何
文
学
と
い
う
か
。

「
蟹
工
船
」
な
ど
の
作
者
で
、
特
高
の
取
り
調
べ
中
に
拷
問
さ
れ
て
虐
殺
さ
れ
た
作
家
は
？

29

千
葉
亀
雄
の
評
論
が
由
来
と
な
っ
た
、
横
光
利
一
、
川
端
康
成
、
中
河
与
一
が
中
心
と
な

30
っ
た
文
学
思
潮
は
何
派
と
い
う
か
。

卑
弥
呼
を
日
輪
に
見
立
て
、
古
代
伝
説
の
再
構
成
を
め
ざ
し
た
横
光
利
一
の
作
品
は
？

31

「
檸
檬
」
「
城
の
あ
る
町
に
て
」
を
発
表
し
、
肺
結
核
の
た
め
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
作

32
家
は
？



室
生
犀
星
や
芥
川
龍
之
介
ら
と
交
流
し
、
「
風
立
ち
ぬ
」「
菜
穂
子
」
な
ど
を
書
い
た
作
家

33
は
？「

国
境
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
…
」
の
書
き
出
し
で
有
名
な
、
川
端
康
成
の
作
品

34
は
？「

山
月
記
」「
李
陵
」
な
ど
を
書
き
、
漢
学
の
素
養
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
作
家
は
？

35

「
山
椒
魚
」
「
黒
い
雨
」
な
ど
を
代
表
作
と
す
る
が
、
ユ
ー
モ
ア
小
説
の
作
家
と
し
て
も

36
知
ら
れ
て
い
る
の
は
？

命
日
が
「
桜
桃
忌
」
と
呼
ば
れ
る
作
家
は
？

37

戦
後
、「
堕
落
論
」
で
文
壇
の
寵
児
と
な
っ
た
作
家
は
？

38

三
島
由
紀
夫
が
十
六
歳
の
時
に
出
版
し
た
短
編
集
は
？

39

一
九
九
四
年
、
日
本
人
で
二
人
目
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
作
家
は
？

40

十
二
支
の
最
初
「
ね
」
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

41

十
二
月
は
師
走
。
で
は
、
四
月
は
？

42

平
安
時
代
、
清
涼
殿
の
殿
上
の
間
に
昇
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
人
と
は
？

43

「
験
あ
ら
む
僧
た
ち
祈
り
試
み
ら
れ
よ
」
の
傍
線
部
の
助
動
詞
の
終
止
形
と
こ
こ
で
の
活

44
用
形
を
書
き
な
さ
い
。

「
人
は
、
か
た
ち
・
あ
り
さ
ま
の
す
ぐ
れ
た
ら
む
こ
そ
、
あ
ら
ま
ほ
し
か
る
べ
け
れ
」
の

45
傍
線
部
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

「
わ
れ
朝
ご
と
夕
ご
と
に
見
る
竹
の
中
に
お
は
す
る
に
て
知
り
ぬ
」
の
傍
線
部
を
現
代
語

46
訳
し
な
さ
い
。

高
貴
な
人
物
が
、
都
を
離
れ
て
流
離
し
、
最
後
に
英
雄
と
な
る
話
の
類
型
を
な
ん
と
い
う

47
か
。
折
口
信
夫
が
提
唱
。
大
国
主
命
や
光
源
氏
の
諏
訪
流
離
な
ど
。

出
雲
国
で
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
が
退
治
し
た
、
頭
が
八
つ
あ
る
大
蛇
の
名
を
カ
タ
カ
ナ
で

48
書
き
な
さ
い
。

額
田
王
と
大
海
人
皇
子
の
贈
答
歌
、

49

茜
さ
す
紫
野
行
き
標
野
行
き
野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振
る

紫
草
に
に
ほ
へ
る
妹
を
に
く
く
あ
ら
ば

わ
れ
恋
ひ
め
や
も

右
の
空
欄
を
埋
め
な
さ
い
。

近
江
荒
都
歌
、
石
見
相
聞
歌
な
ど
の
作
者
で
、
『
万
葉
集
』
を
代
表
す
る
歌
人
と
は
？

50



大
伴
旅
人
の
子
で
、
『
万
葉
集
』
の
最
終
的
な
編
纂
に
か
か
わ
っ
た
人
と
は
？

51

『
伊
勢
物
語
』
の
主
人
公
に
擬
え
ら
れ
る
実
在
人
物
の
名
は
？

52

六
歌
仙
た
だ
一
人
の
女
性
で
、
恋
多
き
人
と
し
て
伝
説
的
な
人
物
と
は
？

53

『
枕
草
子
』
の
作
者
清
少
納
言
が
お
仕
え
し
た
中
宮
の
名
は
？

54

『
源
氏
物
語
』
第
一
部
は
、
桐
壺
巻
か
ら
何
の
巻
ま
で
か
？

55

光
源
氏
の
最
初
の
妻
で
、
親
友
頭
中
将
の
妹
の
名
は
？

56

『
源
氏
物
語
』
最
後
の
ヒ
ロ
イ
ン
で
、
薫
と
匂
宮
の
愛
に
板
挟
み
と
な
る
女
君
の
名
は
？

57

『
更
級
日
記
』
の
作
者
は
？

58

『
大
鏡
』
の
語
り
手
の
老
人
は
、
大
宅
世
継
と
も
う
ひ
と
り
の
名
は
？

59

『
今
昔
物
語
集
』
の
よ
う
な
、
中
世
的
な
文
体
を
な
ん
と
い
う
か
。

60

『
方
丈
記
』
の
冒
頭
、

61

行
く
川
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
。
よ
ど
み
に
浮
か
ぶ

、
か
つ
消
え
か
つ
結
び
て
久
し
く
と
ど
ま
り
た
る
た
め
し
な
し
。

右
の
空
欄
を
埋
め
な
さ
い
。

一
の
谷
の
合
戦
で
、
熊
谷
次
郎
直
実
が
泣
く
泣
く
首
を
打
ち
取
っ
た
平
家
の
公
達
の
名

62
は
？『

徒
然
草
』
の
思
想
の
基
盤
で
、
こ
の
世
の
一
切
が
生
滅
変
転
し
て
常
住
し
な
い
こ
と
と

63
は
？多

く
の
能
の
曲
や
能
楽
論
を
書
き
、
足
利
義
満
に
愛
さ
れ
最
晩
年
は
佐
渡
に
流
さ
れ
た
、

64
能
の
大
成
者
は
？

松
尾
芭
蕉
が
、『
奥
の
細
道
』
の
旅
の
途
中
、
平
泉
の
古
戦
場
で
詠
ん
だ
発
句
の
初
句
は
？

65

「
野
を
横
に
馬
引
き
向
け
よ
ほ
と
と
ぎ
す
」
、
こ
の
句
の
季
語
と
季
節
を
指
摘
し
な
さ
い
。

66

井
原
西
鶴
の
浮
世
草
子
第
一
作
で
、
主
人
公
・
世
之
介
の
女
性
遍
歴
を
描
い
た
作
品
は
？

67

近
松
門
左
衛
門
の
最
初
の
世
話
物
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
初
演
で
、
お
初
・
徳
兵

68
衛
の
心
中
を
描
い
た
傑
作
と
は
？

鶴
屋
南
北
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
に
お
い
て
、
夫
の
民
谷
伊
右
衛
門
に
毒
薬
を
飲
ま
さ
れ

69
て
容
貌
が
崩
れ
て
ゆ
く
女
主
人
公
の
名
は
？



滝
沢
馬
琴
の
代
表
作
で
、
八
犬
士
が
活
躍
す
る
長
編
伝
奇
小
説
と
は
？

70

使
役
を
表
す
助
字
に
な
ら
な
い
も
の
を
、
「
使
」
「
亦
」
「
令
」
「
教
」
「
遣
」
か
ら
一
つ
選

71
ん
で
記
し
な
さ
い
。

否
定
を
表
す
助
字
に
な
ら
な
い
も
の
を
、
「
非
」
「
不
」
「
匪
」
「
悪
」
「
莫
」
か
ら
一
つ
選

72
ん
で
記
し
な
さ
い
。

「
す
な
わ
ち
」
と
読
む
こ
と
が
な
い
も
の
を
、
「
忽
」
「
則
」
「
乃
」
「
便
」
「
輒
」
か
ら
一

73
つ
選
ん
で
記
し
な
さ
い
。

次
の
傍
線
部
の
「
於
」
の
う
ち
比
較
を
表
す
も
の
を
一
つ
選
ん
で
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

74

①
後
則
制
二

於
人
一

②
青
取
二

之
於
藍
一

③
苛
政
猛
二

於
虎
一

④
東
観
レ

兵
、
至
二

於
孟
津
一

⑤
封
二

於
項
一

、
故
姓
二

項
氏
一

次
の
傍
線
部
の
「
為
」
の
う
ち
「
た
め
」
と
読
む
の
が
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
一
つ
選
ん
で

75
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
化
為
レ

鳥
、
其
名
為
レ

鵬

②
人
方
為
二

刀
俎
一

、
我
為
二

魚
肉
一

③
伍
胥
父
兄
、
為
レ

戮
二

於
楚
一

④
子
以
レ

我
為
レ

不
レ

信

⑤
父
為
レ

子
隠
、
子
為
レ

父
隠

次
の
傍
線
部
の
読
み
を
、
送
り
仮
名
も
含
め
て
ひ
ら
が
な
で
記
し
な
さ
い
。

76

其
為
レ

人
也
、
孝
弟
而
好
レ

犯
レ

上
者
鮮
矣

次
の
傍
線
部
の
読
み
を
、
送
り
仮
名
も
含
め
て
ひ
ら
が
な
で
記
し
な
さ
い
。

77

百
聞
不
レ

如
二

一
見
一

次
の
傍
線
部
の
読
み
を
、
送
り
仮
名
も
含
め
て
ひ
ら
が
な
で
記
し
な
さ
い
。

78

千
里
馬
常
有
、
而
伯
楽
不
二

常
有
一

漢
字
の
六
書
の
う
ち
、
抽
象
的
な
こ
と
が
ら
を
形
に
表
し
た
も
の
を
何
と
呼
ぶ
か
記
し
な

79
さ
い
。

「
井
の
中
の
蛙
」「
胡
蝶
の
夢
」「
蝸
牛
角
上
の
争
い
」
の
出
典
と
な
っ
て
い
る
書
名
を
記

80
し
な
さ
い
。

儒
教
の
五
経
は
「
書
経
」「
易
経
」「
礼
記
」「
春
秋
」
の
他
に
何
が
あ
る
か
記
し
な
さ
い
。

81

初
め
て
紀
伝
体
の
形
式
で
書
か
れ
た
歴
史
書
の
名
を
記
し
な
さ
い
。

82

次
の
人
物
の
う
ち
、
春
秋
戦
国
時
代
の
諸
子
百
家
で
な
い
者
を
一
人
選
ん
で
記
し
な
さ
い
。

83

韓
非
子

荀
子

墨
子

朱
子

老
子



次
の
詩
の
韻
字
を
す
べ
て
書
き
出
し
な
さ
い
。

84

春
暁

孟
浩
然

春
眠
不
レ

覚
レ

暁

処
処
聞
二

啼
鳥
一

夜
来
風
雨
声

花
落
知
多
少

次
の
詩
で
対
句
に
な
っ
て
い
る
の
は
ど
こ
か
。
後
の
選
択
肢
の
記
号
で
す
べ
て
答
え
な
さ

85
い
。

登
鸛
鵲
楼

王
之
渙

白
日
依
レ

山
尽

黄
河
入
レ

海
流

欲
レ

窮
二

千
里
目
一

更
上
一
層
楼

①
第
一
句
と
第
二
句

②
第
二
句
と
第
三
句

③
第
三
句
と
第
四
句

④
第
一
句
と

第
三
句

⑤
第
二
句
と
第
四
句

「
猫
に
小
判
」、
こ
れ
に
似
た
こ
と
わ
ざ
は
？

86

こ
と
わ
ざ
「
対
岸
の
火
事
」
と
は
ど
ん
な
意
味
？

87

手
紙
の
頭
語
（
書
き
出
し
）
を
「
拝
啓
」
と
し
た
場
合
、
結
語
（
結
び
）
は
ど
ん
な
こ
と

88
ば
が
よ
い
か
。

「
臥
薪
嘗
胆
」
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

89

「
蒟
蒻
」
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

90

「
鯖
は
足
が

の
で
、
生
で
食
べ
る
時
は
気
を
つ
け
た
ほ
う
が
い
い
」
の
空
欄
に
適

91
切
な
語
を
入
れ
な
さ
い
。

「
い
ち
ご
い
ち
え
」
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

92

「
ツ
ツ
シ
ン
デ
祝
意
を
表
す
」
の
傍
線
部
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

93

「
一
部
の
隙
も
な
い
と
思
わ
れ
た
彼
の
計
画
に
も
、
致
命
的
な
欠
陥
が
あ
っ
た
」
、
こ
の

94
文
の
誤
字
を
指
摘
し
正
し
く
改
め
な
さ
い
。

江
戸
か
る
た
の
最
初
「
犬
も
歩
け
ば
・
・
・
」、
こ
の
続
き
は
？

95

「
い
わ
ゆ
る
」「
あ
ら
ゆ
る
」（
現
代
語
）
の
品
詞
は
？

96

「
食
べ
る
」
の
謙
譲
語
は
？

97

「
そ
の
時
私
は
気
が
つ
い
た
、
だ
ま
さ
れ
た
の
だ
と
」
、
こ
の
一
文
の
修
辞
法
を
何
と
い

98
う
か
。

小
説
「
車
輪
の
下
」「
郷
愁
」「
デ
ミ
ア
ン
」
な
ど
を
書
い
た
ド
イ
ツ
の
作
家
は
？

99

「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」
を
書
い
た
作
家
は
？

100



A 学年

年
クラス
ゼミ

学籍

氏名

合計

※

回

答

は

略

字

等

を

使

わ

ず

に
、

丁

寧

に

記

入

す

る

こ

と
。

判

読

し

か

ね

る

表

記

は

採

点

対

象

外

と

す

る
。

本

テ

ス

ト

は

教

職

履

修

者

は
、

必

ず

受

験

の

こ

と
。

近

代

文

学

領

域



97 94 89 86 D 81 76 71 C 70 66 61 56 51 47 45 41 B 36 31 26 21 16 11 6 1 A 学年

い
た
だ
く

一
部

が
し
ん
し
ょ

う
た
ん

"

詩
経
#

ひ
と
と
な
り

亦

"

南

総

里

見

八

犬

伝
#

季

語

　

ほ
と
と
ぎ
す

う
た
か
た
は

葵
上

大
伴
家
持

子

井
伏
鱒
二

'

日
輪
(

菊
池
寛

新
し
き
村

木
曜
会

'

蒲
団
(

泉
鏡
花

'

小
説
神
髄
(

年
98 90 82 77 72 62 57 52 42 37 32 27 22 17 12 7 2 クラス

倒
置
法

こ
ん
に
ゃ

く

"

史
記
#

し
か
ず

悪
平
敦
盛

浮
舟

在
原
業
平

卯
月

太
宰
治

梶
井
基
次
郎

内
田
百
閒

'

暗
夜
行
路
(

永
井
荷
風

'

高
瀬
舟
(

浪
漫
主
義

二
葉
亭
四
迷

ゼミ

99 95 91 87 83 78 73 67 63 58 53 48 46 43 38 33 28 23 18 13 8 3 学籍
ヘ
ル
マ
ン
*

ヘ
ッ

セ

早
い

朱
子

つ
ね
に
は
あ
ら
ず

忽

"

好
色
一
代
男
#

無
常

菅
原
孝
標
女

小
野
小
町

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ

殿
上
人

坂
口
安
吾

堀
辰
雄

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

'

或
る
女
(

佐
藤
春
夫

'

文
づ
か
ひ
(

'

た
け
く
ら
べ
(

 
硯
友
社

100 92 84 79 74 68 64 59 54 49 44 39 34 29 24 19 14 9 4 ⽒名
ル
イ
ス
*

キ
ャ

ロ
ル

一
期
一
会

'

暁
(

'

鳥
(

'

少
(

指
事 ③

"

曽
根
崎
心
中
#

世
阿
弥

夏
山
繁
木

定
子

人
妻
ゆ
ゑ
に

終

止

形

　

ら
る

"

花
ざ
か
り
の
森
#

'

雪
国
(

小
林
多
喜
二

'

鼻
(

'

春
琴
抄
(

高
浜
虚
子

'

破
戒
(

'

金
色
夜
叉
(

96 93 88 85 80 75 69 65 60 55 50 40 35 30 25 20 15 10 5

連
体
詞

謹
ん
で

敬
具

①
③
0

完
全
解
答
1

"

荘
子
#

⑤
お
岩

'

夏
草
や
(

和
漢
混
淆
文

藤
裏
葉
巻

柿
本
人
麻
呂

大
江
健
三
郎

中
島
敦

新
感
覚
派

河
童
忌

白
樺
派

'

門
(

国
木
田
独
歩

幸
田
露
伴

文
学
部
　
日
本
語
日
本
文
学
科

第
十
七
回
　
二

〇

二

五

年

度

春

　
教
職
国
語
基
礎
力
測
定
テ
ス
ト

豚
に
真
珠

国
語
全
般

漢
文
学
領
域

貴
種
流
離
譚

望
ま
し
い
で
あ
ろ
う

古
典
文
学
領
域

近
代
⽂
学
領
域

合計

D小計： C小計： B小計： A小計：

※
回
答
は
略
字
等
を
使
わ
ず
に
M

丁
寧
に
記
⼊
す
る
こ
と
N

判
読
し
か
ね
る
表
記
は
採
点
対
象
外
と
す
る
N

本

テ
ス
ト
は
教
職
履
修
者
は
M

必
ず
受
験
の
こ
と
N

→

　
一
分

季

節

　

夏

棒
に
当
た
る

自

分

に

は

関

係

な

く

何

の

痛

痒

も

感

じ

な

い

こ

と

い
ら
っ

し
ゃ

る
こ
と
に
よ
っ

て
知
り
ま
し
た

活

用

形

　

命
令
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2025 年度文教大学国文学会
秋冬イベントのお知らせ

秋の文学散歩
越ヶ谷宿を歩こう

2025 年 11 月 29 日(土)

第２３回古典芸能鑑賞会
１２月６日(土)15:00-16:30 8501R

入場無料 要予約(一般参加可)

学生申込フォーム

※観覧ご希望の方は、メールまたは FAX にてお申し込みください。 文学散歩 古典芸能鑑賞会

文教大学以外のかたもお気軽に参加ください。
Tel･Fax：048-974-8965(月～金 9:00-17:00) ﾒｰﾙ：bunkoku@bunkyo.ac.jp

今年の古典芸能鑑賞会のテーマは「浄瑠璃」です。歌舞伎義太夫

としてご活躍されている竹本泉太夫氏と囃子方（三味線、笛、鼓）

の皆さまをお招きし、人気の演題である古典義太夫「日高川渡し

場の段」と越谷の伝説「おいてけ堀」にちなんだ創作浄瑠璃「お

いてけ堀」の二本立てとなっております。




